
　　　

●シリーズ

豆 知 識

第
３
回
防
災
豆
知
識
ク
イ
ズ
、

全
問
正
解
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

⒂

【
防
災
知
識
ク
イ
ズ
】

問
題
１　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

海
溝
型
地
震
は
海
側
の
プ
レ
ー
ト
が
陸
側
の
プ

レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
み
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
に
歪

み
が
発
生
し
、
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
プ
レ
ー
ト
が

跳
ね
上
が
る
こ
と
で
地
震
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
海

溝
型
地
震
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
も
こ
の

海
溝
型
地
震
で
あ
る
。

問
題
２　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
地
震
は
、
日
本
列
島
を
乗
せ
て
い
る
陸
の
プ

レ
ー
ト
の
内
の
岩
の
層
が
壊
れ
て
ず
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
発
生
す
る
内
陸
型
地
震
で
あ
る
。
地
下
約
５
か

ら
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
。
こ
の
内
陸
型
地
震
を
引
き
起

こ
す
原
因
が
「
活
断
層
」
と
呼
ば
れ
る
断
層
で
あ
る
。

問
題
３　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
ー
ト
内
の
岩
盤
に
は
多
く
の
割
れ
目
が
あ
り
、

通
常
は
強
く
か
み
合
っ
て
い
る
が
、
再
び
壊
れ
て
ず

れ
る
現
象
を
「
断
層
活
動
」
と
い
い
、
数
十
万
年
前

以
降
に
繰
り
返
し
活
動
し
た
形
跡
が
地
形
に
残
り
、

将
来
も
活
動
し
て
地
震
を
発
生
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ

る
断
層
を
活
断
層
と
い
い
、
徳
島
県
に
も
活
断
層
が

存
在
す
る
。

問
題
４　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①　

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
と
は
、
旅

客
機
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
乗
客
に

多
く
発
生
し
、
長
時
間
窮
屈
な
場
所
で

特
に
下
肢
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
血
行

が
悪
く
な
る
現
象
で
あ
り
命
に
別
状
は

な
い
。

②　

太
も
も
か
ら
膝
に
か
け
て
の
静
脈
に
血

の
塊
が
生
じ
て
、
一
部
が
血
液
の
流
れ

に
乗
っ
て
肺
の
血
管
を
閉
塞
し
、
呼
吸

不
全
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。
時
に
は

死
亡
に
至
る
場
合
も
あ
り
、
正
式
名
は

急
性
肺
血
栓
寒
栓
症
と
い
う
。

問
題
５　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①　

地
震
に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
、
家
屋

が
全
焼
し
た
場
合
は
、
火
災
保
険
に

入
っ
て
い
れ
ば
保
障
さ
れ
る
。

②	

地
震
保
険
は
、
地
震
等
に
よ
る
被
災
者

の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
地
震
、
噴
火
、
津
波

に
よ
る
火
災
、
流
失
、
損
壊
、
埋
没
に

よ
る
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
。

契
約
金
額
、
居
住
地
に
よ
っ
て
掛
け
金

が
設
定
さ
れ
、
建
物
で
は
全
損
、
半
壊
、

一
部
損
に
よ
っ
て
契
約
金
額
に
対
す
る

支
払
額
の
割
合
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

【
回
答
・
説
明
】

問
題
１　

正
解
は
○
。
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上

が
っ
て
地
震
が
発
生
し
、
跳
ね
上

が
っ
た
プ
レ
ー
ト
が
海
水
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
で
津
波
が
発
生
し
ま
す
。

日
本
列
島
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
が
接

す
る
境
界
に
位
置
し
て
お
り
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
の
約
２

割
が
日
本
周
辺
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

問
題
２

正
解
は
○
。
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上
が

る
時
に
陸
上
の
プ
レ
ー
ト
内
部
で
岩

盤
が
破
壊
さ
れ
断
層
が
帯
状
に
生
じ

て
い
る
場
所
が
あ
り
、
こ
の
断
層
の

ズ
レ
に
よ
り
地
震
が
発
生
し
ま
す
。

過
去
に
断
層
が
動
い
た
形
跡
が
あ
る

岩
盤
層
が
活
断
層
で
す
。
断
層
上
の

地
域
で
は
直
下
型
地
震
と
な
り
、
下

か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う
な
縦
揺
れ
が

特
徴
で
す
。

問
題
３

正
解
は
〇
。
大
都
市
周
辺
の
地
下
で

は
調
査
も
困
難
で
あ
り
、
現
時
点
で

は
判
明
し
て
い
な
い
断
層
が
全
国
に

多
く
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
日
本
列
島
で
は
２
０
０
０
以
上

の
活
断
層
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
県

内
で
は
中
央
構
造
線
断
層
帯
等
が
存

在
し
ま
す
。

問
題
４

正
解
は
②
。熊
本
地
震
で
は
、エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
で
入
院
が
必
要
と
さ
れ
た
患
者
数

は
約
50
人
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時

に
車
中
で
の
避
難
生
活
が
原
因
と
な
っ
て

発
病
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
避
難
所

生
活
で
も
運
動
不
足
、
水
分
不
足
に
な
る

と
発
生
し
や
す
く
、
高
齢
者
は
生
命
に
か

か
わ
り
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

問
題
５

正
解
は
②
。
火
災
保
険
で
は
、
地
震
、
津

波
に
よ
る
火
災
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

地
震
に
起
因
す
る
火
災
は
地
震
保
険
で

支
払
わ
れ
る
の
で
、
地
震
保
険
と
セ
ッ
ト

で
の
加
入
が
万
全
で
す
。

　

地
震
保
険
は
、
民
間
保
険
会
社
が
負
う

地
震
保
険
責
任
を
政
府
が
再
保
険
し
、
再

保
険
料
の
受
け
入
れ
、
管
理
、
運
用
の
ほ

か
巨
大
地
震
発
生
の
際
に
は
再
保
険
金
の

支
払
い
を
行
う
た
め
に
地
震
再
保
険
特
別

会
計
に
お
い
て
区
分
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
支
払
う
再
保
険
金
の
総
額
は
国
会

の
議
決
を
経
た
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
内

の
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年
４
月
現
在
で

は
10
兆
９
９
０
２
億
円
で
民
間
保
険
責
任

額
と
の
合
計
で
は
11
兆
３
０
０
０
億
円
と

の
こ
と
で
す
。
保
険
料
は
木
造
か
非
木
造

か
、
居
住
し
て
い
る
都
道
府
県
の
地
震
発

生
リ
ス
ク
を
基
に
し
て
算
定
さ
れ
、
被
災

す
れ
ば
す
ぐ
に
生
活
難
に
苦
し
み
ま
す
が
、

地
震
保
険
で
当
面
の
生
活
資
金
を
賄
え
れ

ば
苦
境
も
回
避
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課
（
☎
22

−

９
１
９
１
）
へ
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